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豚蛔虫角皮等の抗菌性物質の研究（1）
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森下ら（1963，　1965）は脉蛔虫体腔液中に溶真菌作用 を

示 す物質 があ り， この ものはlipoprotein　lipase　である

ことを証明した．三 浦（1955 ）は豚蛔虫角皮の抽出液中に

抗菌 作用を示 す物 質があり，おそらくlysozyme 様のも

のであろ うといい， とりあえず この物 質をcuticulin と

命名した．三浦によると角皮 を普通ブイオンで処理し容

易に抗菌性物質を溶出し， アルコール注加によっ て沈澱

させ，遠沈により分離し 白色の粉 末としてcuticulin が

得られ るとい う． しかも50 万倍稀釈で ブドー球菌の発

育を阻止及び殺菌 可能であるともいっ ている．

古橋（1964）は森 下らの見出 した体腔液 中のlipoproteinlipase

は細菌 には抗酸菌 を除いては有効でないとい う．

三浦のcuticulin は球菌 （iStaphylococΓ心aure 。s，　Stre一

戸tococcus　haemolyだcits，乃teu？nococc略 乃 ソ～＞C　1　）に有効

で更にG ，こynebacteriiim　dyソ加 加，廠ら 八乃・cobacteriumtube

？－cido出 品man お，訂 ，が 硲 に も 有効で ある とい

う．

著者は三浦の報 告の様に追試して蛔虫角皮その他 から

抗菌 性物質を抽出 し，森 下らのlipoprotein　lipase との

比較検討 を試みた．

豚蛔虫角皮および諸臓器の抗菌性

実験材料は屠殺場で採取した運動活溌な豚蛔虫 を用い

た．まず角皮，筋 層，生殖器， 及び消化管に分別し， 三

浦の方法の 様に75 ％アルコール液に別々に 浸した． エ

時問後にと り出し滅菌 濾紙にはさんで，アルコール分を

除去した．この様 にして得た各臓 器につい て， ブドー球

菌（寺島株）含有のブイ オン寒天平 板に圧 着固定を行い，37

゜C下で24 時問培養し，菌 の発育の模様を観察した．

この時角皮は内面， 筋層 は外側面が寒 天平板 にふれる様

に操作した．

菌 含有寒天平板 の作り方 は， 寒 天1 部を ブイ オン50

部 に加温溶 解し，　120°C で15 分滅菌した． この培地 を400

　Cに保ち乍らブドー球菌24 時間培養液を1 ％の割合

に加 えて，滅菌 シャーレの中 に注入 して平板 とした．

実験成績 としては，角皮 の場合に はその周 囲に幅約2mm

位 の菌 発育 のない部 分が見られる．し かし生殖 器，

消化 管を密着 させたものではこの様 な発育阻 止の輪 が認

められなかっ た．筋 層を密着 させた場合 には内側面では

殆 んど認 められない が， 外 側面では 僅か 乍 ら 認められ

た．

以上 の様に三浦 の記載 した様に角皮 を密着し た場合の

み， 著しい 抗菌性物質の存在が証明される．

角皮を加熱 した場 合の抗菌 作用への影響

新鮮な 角皮 細片 を100 °C で30 分，　120　°C で30 分及

び無処置 の ものの3 群に わけ だ． 水蒸気 による 加熱 で120

°C の時は加圧した． この各5g にpH　6 ．0の 普通

ブイ オン50　m1　を加 えて，37 °C 下 で30 分 放 置した 後

に，滅菌ガ ーゼで瀘別し た．こ の様 にして得た試 料につ

いて100 °C で5 分加熱滅菌を行なっ た． 滅菌 ブイ オン

で夫々20 及び40 倍 の濃度に な る様 に 稀釈し5m1 宛を

とっ だ．

こ れらの液中に24 時間 寒天平板 で 培 養し た ブ ドー球

菌1 白金 耳を 接種して，37 ゜C 下 で24 時間培養し， 菌

発育阻止 の状態 を観察し た．そ の結果 はTable　1　に示 さ

れる様 で無処 置の場合 は320 倍稀釈 でも菌 発育を阻 止ナTable

1　Bacteriocidal　activity　of　cuticle

slice　eχtracted　by　bouillon

after　heating

Dilution
Temperature　and　Time

degree　　120
°C，　30　min．　100°C，　30　rain．

20
40
80

160
320
640

－

－

一

一

（454 ）
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るのに，100 ゜C，　30分及び120 °C，　30分 加 熱されたもの

では何 れもそ の効力 を失 なっ た様である．

諸 種溶媒 によ る抗菌性物質 の抽出効果

新鮮 な角皮 の細片0 ．2g 宛に 対し て， 夫々10 倍量 の

生理的食塩水，蒸 溜水， アセト ン，ブイ オン， グリセリ

ン，　75 ％アルコール及 びdioxan を加 えて，37 °C 下 で1

時間抽出 を行 なっ た．そ の濾液について抗菌力 をしら

べたのがTable　2　である， 生理的 食塩 水及 び普 通ブイ オ

Table　2　Bacteriocidal　activities　of　cuticle

extract　by　various　solvents

Solvents

physiological

saline

distilled　water

aceton
bouillon

glycerin
alcohol 　（75 　％）diox

皿

Dilution　degree

20　　　40　　　80　　　160　　　320

＋　　　 ＋　　　 ＋

－

＋

－

～ －

－

＋

－

－

＋

－

＋

一

一

＋

－

＋

一

一

＋

－

ン では 更 に 稀 釈 し て320 倍 迄 ， 菌 の 発 育 を阻 止 し た ．し

か し蒸 溜 水 ， グ リ セ リ ン， アセ ト ン，　75 ％ ア ル コ ー ル，dioxan

で 抽 出 し た 場 合 菌 発育 を 阻 止 す る 物 質 は 得 ら れ

な かっ た ．

ブ イ オ ン 抽出 液 中 の菌 発育 阻 止物 質 の

熱 に 対 す る抵 抗性

新 鮮 角 皮 細 片1 ．5g を と り，10 倍 量 のpH　6 ．0普 通

ブ イ オ ンで37 °C 下30 分 抽 出 した ． そ の 後 滅 菌 ガ ー ゼ

で 濾 過 し て 得 た 濾 液 を2m1 宛 試 験 管 に と り，5 分，30

分 ，60 分 及 び120 分間100 °C（蒸 気 中 で）下 で 加 熱 し た ．

こ れ らの も の と無 処 置 の も の と につ い て， ブ ド ー球 菌 に

対 す る 発育 阻 止 力 をし らべ た のTable　3　 で あ る ．そ

の結 果 は 無 処 置 の も の と5 分加 熱 の も の は160 倍 稀釈 でTable

3　Heat　torerance　of　bacteriocidal

activity　of　cuticle　eχtract　by　bouillon

Dilution
degree

20
40
80

160
320

Temperature　and　Time

5 n ！ln

＋

＋

＋

十

一

30 mm

＋

＋

＋

－

60　min 。120　min ．

＋

＋

－

一 一 一

（100で ）

（455 ）

67

も発育阻止力 があっ た．30 分加熱のものは80 倍，60 分

加熱 のものは40 倍 稀釈まで有効 であっ ／こが，　120分加熱

したものは菌 発育阻止能力 を失なっ た．

pH の抗菌 物質抽出に及ぼ す影響

角皮 細片0 ．5g 宛をと り各種pH の普通ブイ オン液5m1

を加 え，37 °C 下で1 時間抽出 を 行なった． そ の上

清につい て，ブ ドー球菌に対す る発育阻止力 をし らべた

のがTable　4　であるpH　5 ．0では80 倍稀釈迄発育阻止Table

4　Bacteriocidal　activity　of　cuticle

extract　by　various　pH　bouillons

Dilution

degree

・・・・＝　　－ ＝20

40
80

160
320
640

5　　6

＿ ．＿＿

＋　　 ＋

＋　　 ＋

＋　　 ＋

－　　 十

一　　 十

一　　 －

pH
－7

＋
＋
＋
一

8

＋

＋

－

9

＋

－

力 があ りpH　6 ，0では320 倍 まで 阻止力 が あ る．　pH7

．0では80 倍まで，　pH　8．0では40 倍 まで，　pH　9．0で

は20 倍 まで菌 発育阻止力を示す．

角皮抽出の時間的影響 について

角皮 細片0 －5　g宛をとりさy の実験で最も よく抗菌 物

質抽出 を示し た，　PH　6．0の普通 ブイ オン5 ．0　mlを加え37

で 下で30 分，60 分，　120 分，　240 分及び24 時 間夫

々抽出 を行っ た．その結果 はTable 　5の様で抽出時 間30

Table　5　Relation　between　bacteriocidal　activity

of　cuticle　eχtract　and　its　eχtraded　time

Dilution
degree

20
40
80

160
320

30 mm ．

＋

＋

＋

＋

－

60

－

mm ．

＋

＋

＋

＋

－

Time

120 min ．

＋

＋

＋

＋

－

240　min ．　24　hr
一 一 一

＋

＋

＋

＋

－

＋

＋

＋

－
－

分 から240 分迄は一様に，160 倍稀釈まで， ブ ドー球菌

発育阻 止力 を示 した． しかし24 時間抽出 を 行 うとかえ

って80 倍稀釈 までしか発育阻止力がない状態 になっ た ．

考　按

三浦 が蛔 虫角皮中 に証 明したブドー球菌発育阻 止作用
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Fig ．　2　Asca バぶ　muscle　placed　on　the　cultureof　staphylococci

．　No　inhibition　zone　isobserved　around　muscle　strip　placedinside　out

　（b ），　but　slight　inhibitionzone

　is　recognized　around　muscle　stripplaced　upside　flown

　（a）．

（456 ）

Fig ．　I　Bacteriocidal　activity　of　 冫！ja 。－，`5　cutic】eplaced

on　a　heavy　culture　of　staphylococci

a　：　cuticle　placed　upside　down ，　aroundwhich　the　inhibition　zone　

（about　2　mmwide

）　is　observed ，　but　beneath　whichno

　inhibitor！　occurs ，　b　：　cuticle　placedinside　down

，　both　around　and　beneathwhich　inhibition　occurs

，　c　：　filter　paperstrip　with　75

％　ethanol ．

F 屐3　Female　reproductive　organ　 （a ）　and　di －gestive

tract　（b ）　placed　on　the　cultureof　staphylococci

．　No　inhibition　zone　isobserved

．



を有 する物質 について，著者 は三 浦の行 なっ た方 法に従

っ て追試 を行い， ほぽ同様 にブ ドー球菌 発育阻止 作用 を

有 するこ とを確認し た．三浦 は一応こ の物質 をcuticulin

と名付け たが，　Fleming が動物体組織及 び分必液中に見

出し た殺菌性酵素lysozyme と近 似の性状 を有するやに

思 われると述 べた．溶連菌やブ ドー球菌に 作用する点 で

はlysozyme に似てい る．三浦 は抗菌 スペ クト ラムの差

として，本cuticulin がヂフテ リー菌や 結核菌 に対し抗

菌作用 を及 ぼす点 をの べてい る．し かし三浦の所 謂cuti－culin

は三浦も述べている様に単一の物質 とし て 純化さ

れた もので はない．森下らは蛔 虫体腔液中に抗酸菌 をと

かすlipoprotein　lipase　を報告してい る． ブド ー球菌の

発育阻止力 を有する蛔 虫角皮中 の物質 がlysozyme でこ

の他に別 の酵素 の混在す るこ とも充分考え られる．

著者は次の報告で蛆虫角皮中にlysozyme の存在する

か どうかを報告する予定であ る．

結　語

三浦（1955 ）が蛔虫角皮中にブド ー球菌に対し発育阻止

力 を有する物質を報告しているので，三浦の方法に従っ

て追試して大体同様の結果 を得た．

气．〃 〆〃 ／〃 ／－j 〃 ノ〃 ／〃 ／〃y 〃yj 丶i

Abstract　
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1） 豚 蛔虫角皮 細片 から普通ブイオ ン及び生理的食塩

水 で抽出 される抗菌 性物 質がある．

2） 普 通ブイ オンで抽出 された本抗菌 性物質は100 °C5

分程 度では効力 に変 わりがない が，2 時間加熱す ると

効力 を失 な う．

3） 抽出ブイ オンのpH は6 ．0の時最もよく抗菌物質

が抽出可 能であ る．

4） ブイ オンで抽出 する際抽出時間は37 °C 下で30

分 と2 時 間で抗菌力 に差 がない ．
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STUDIES　ON　ANTIBACTERIAL　ACTIVITY　IN　ASCAR1S 　TISSUES1

．0N　THE　ACTIVITY　IN　CUTICLE

Motoi　GOTO

（Depa Γtment 　of 凡irasitology ，　School　of　Aをj 滔‘7・e，　Gifu　17力jんersiり ，G び司

Antibacterial　activity　in　Ascaris 　cuticle　against　staphylococci　was　reported　by　Miura　（1955 ），giving

a　name　of　‘　cuticlin　’　to　the　substance　responsible　for　the　activity　because　it　was　differentfrom　lysozyme　in　having　a　bacteriostatic　action　against　Mycobac

だriimi　Z。＆ ，7。／θj心and　C 冫。－yne－bacteri
。。i　diphtheriat？but　not　against　Escherichia

　coli．　On　the　other　hand　a　lytic　action　againstactinomyces　and　acid

－fast　bacteria　was　found　in　Ascaris 　perienteric　fluid　by　Morisita　et　al．

（1963 ）．　Their　work　revealed　that　the　substance　responsible　for　the　action　was　lipoprotein　lipase．In

order　to　investigate　systematica 】ly　these　substances　relating　to　antimycotic　and　antibacterialactions　in　A

　scar　is　tissues　re－confirmation　of　Miura ’s　work　（1955 ）　is　dealt　in　the　present　paper．1

）　Antibacterial　activity　was　observed　in　bouillon　and　saline　eχtracts　of　A　scar　is　cuticle．2

）　The　activity　in　the　bouillon　extract　is　stable　after　heating　at　100°C　for　5　minutes　butdestroyed　by　2

－hour　heating　at　the　same　temperature ．

3）　The　highest　activity　is　demonstrated　when　extraction　is　performed　in　bouillon　with　apH　of　6

．0．

4）　No 　difference　in　the　activity　was　observed　between　two　bouillon　extracts　prepared　by30

－minute　and　2－hour　eχtractions　at　37°C．

（457 ）




